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㈱トラストワークスジャパン

取引あっせん事業を
活用して 取締役

金田 竜馬

●継続できる取引先を獲得できた
●今後の取引商談会に参加予定
●別の支援事業の活用も視野に

多様な業種向けに一品一様で
モノづくりに必要な機械を制作

姫路市

パーツの出来具合を確認しながら組み立てていきます

多面的な視点で図面に落とし込む
　1995年創業の同社は製造機械の組み立てから事業を
スタートしましたが、その後、資材の調達、さらには設計
も手がけるようになり、現在ではさまざまなメーカーの
製造現場で使われる機械を一品一様で制作しています。

「少数精鋭でアフターサービスまで担うのが当社の強み
です」と金田竜馬取締役兼製造管理部部長は語ります。
　メーカーから依頼を受けると、まずその機械が使われ
る工場を訪ね、どのような製品をどのように作りたいの
かを確認してから工程を打ち合わせ、設計作業に入りま
す。設計図面を基に設計、製造、調達部門のメンバーたち
が多面的な視点から安全性や経済性、メンテナンスのし
やすさなどをチェック。改良を加えた上で仕様書、図面
に落とし込み、制作に取りかかります。
　自動車、医薬品、食品など依頼を受ける業種は多岐に
わたります。例えば、超高温の耐熱性が求められるパー
ツの関連製造装置もその一つ。「製造工程には、切断が難
しい繊維素材を編み込む作業があり、まず、その繊維を
どのように切ればよいかを考え、はさみの素材や形状を
検証し、繊維を複雑な形状で編み込む工程を形にしてい

きました」と金田取締役。また、別の関連製造装置では、
外国製の同様の装置が製造に2日間要するところを2時
間に短縮。製造コストも10分の1に抑え、顧客から大い
に喜ばれたといいます。

来夏には夢前に新工場が完成
　ひょうご産業活性化センターから「大阪の装置メー
カーが製造機械を作ることのできる会社を探している」
と連絡があったのは2022年1月のことでした。たまたま
その直前に同社がセンターへAI導入に関する専門家派
遣について問い合わせた折に、センターの担当者が同社
の事業内容をつぶさに調べていたことから、マッチング
先にふさわしい企業として思い当たりました。早速、金
田取締役はメーカーの工場へ出向き、商談の結果、引き
受けることを決めました。 
　秋口から制作に取りかかり、年内に2台を納品する予
定です。機械が順調に稼働すれば、その後も10数台単位
で発注するという連絡を受けており、「もしその通りに
なれば売り上げに大いに貢献できる」と期待をかけてい
ます。
　順調に受注が増えていることから香寺工場、福崎工場

制度利用までの流れ
2022年1月 1月 2月 5月
取引あっせん事
業に登録

当センターから大阪の装置
メーカーを紹介される

装置メーカーとの
商談がスタート

商談が成立し、当セン
ターへ結果を報告
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福崎工場の構内。整理整頓が行き届いています 設計図の作成作業

に次ぐ3つ目の生産拠点として来夏に夢前工場を建設す
る計画も進めています。「課題は人材の確保。ベトナム人
技術者の採用を進める一方で、M&Aも検討しており、こ
れからもひょうご産業活性化センターの力を借りること
ができれば」と話します。

㈱トラストワークスジャパン
姫路市忍町101 SPビル3階
T 079-226-0555　Ｈ https://www.trustworksjapan.com
●代表取締役／河内康良
●事業内容／各種産業機械等の設計・制作・販売

取引あっせん事業
兵庫県内外の発注企業に県内の受注（ものづくり）企業の
情報を提供することで、受注企業の販路拡大を支援します。
9月と12月には発注企業と受注企業が一堂に会する取引
商談会を開催します。発注企業、受注企業とも事前登録が
必要です。

•�受注企業は発注企業の担当者と直接商談が
できます
•�受注企業は効果的な営業活動や新たな販路
開拓につながります

問ひょうご産業活性化センター取引振興課
Ｔ 078-977-9074
制度の詳細については
ホームページをご覧ください

【登録対象の業種】
繊維・同製品、合成樹脂、非鉄金属、金属製品、一般機械器具、電気機
械器具、輸送用機械器具、精密機械器具、その他の製造業、サービス業
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